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経営情報学科長 浦野恭平

経営情報学科
カリキュラムの説明



御挨拶

経営情報学科長の浦野です。

新入生の皆さん入学おめでとうございます。

例年ですと、教室で皆さんを前に「カリキュラム説
明会」を実施しておりますが、今年度はコロナウィル
スに関わる「緊急事態宣言」下で登校が出来ない状況
ですので、本資料をつうじてカリキュラムの説明を行
います。

本資料にしっかりと目を通し、大学での学修のあり
方ついて確認して下さい。



１、経営情報学科の教育目的とカリキュラム

２、経営情報学科のカリキュラム（教育課程編成）の特徴

３、学科の専門教育の学びかた

４、履修計画策定にあたって

５、その他

６、今年度履修すべき「必修科目」（重要）

まとめ

これから、カリキュラムの意味や内容を説明していきま
す。オレンジ色の冊子、「履修ガイド」を手元に準備して
ください。

基本的に以下の順番で進めて行きますが、６、今年度履
修べき「必修科目」（重要）が文字通り重要事項となりま
す。まず、そこに目を通してから全体を読んでください。



１、経営情報学科の教育目的と
カリキュラム



次のページの図にあるように、大学
の役割は社会で活躍できる人材を育成
していくこと、あるいは、そうした人
材に成りたいと希望する学生をサポー
トしていくことにあります。



大学の役割

・社会で活躍できる

人材の養成！

・そうした人材

になるための

サポート！！

入学

卒業



それでは、北九州市立大学の経済学
部では、どのような人材を育て、養成
しようと考えているのか、確認してい
きましょう。

以下、２枚のスライドに「経済学
部」全体の教育目的と「経営情報学
科」の教育目的を示しています。



経済学部の教育目的

幅広い教養と経済・経営情報に

関する基礎及び応用分野の知識
を持ち、社会や経済・経営の諸
問題を論理的に分析し解決する
能力を兼ね備えた人材の養成。

履修ガイド p.9   
1行目



経営情報学科の教育目的

幅広い教養を身につけ、経営学

を理解し、情報科学や会計学の
手法も駆使することで、さまざ
まな企業経営や社会に関する諸
問題を解決出来る人材の養成。

履修ガイド p.11
上から4行目



そして、経営情報学科ではこうした人材
を養成するために、次のようなカリキュラ
ム（教育課程編成）を準備し、それを学ん
で修得することを学生に求めています。



本学科のカリキュラムの大枠

「基盤教育科目」から４０単位以上、
「専門教育科目」から８４単位以上
を修得する。

＝計１２４単位以上を修得。
⇒社会で活躍できる人材の完成。

履修ガイド p.12
上から3行目



前ページのシートにあるように、カリ
キュラムの体系は「基盤教育科目」と
「専門教育科目」からなり、卒業までに
それぞれ４０単位以上、８０単位以上、
計１２４単位以上を修得することが学生
に求められます。
（※単位というのは授業を受けて合格した場合に
もらえる「ポイント」のことです。つまり、１年
生から４年生の間に１２４ポイント以上をゲット
する必要があります。）



それでは次に「基盤教育科目」と「専
門教育科目」とはどのような科目なのか、
確認していきましょう。



「基盤教育科目」とは

基盤教育センターが提供する、社会での活
躍を支える「人間性・主体性・社会性」の
育成を目的とする科目群

＝経済学科はもとより、外国語学部、文学
部、法学部等の学部にも共通する科目群。

専門を超えた「基盤」科目群。

履修ガイド
p.13～14



「専門教育科目」とは

「経営学・情報科学・会計学」を中
心とした専門的な知識や技能の育成
を目的とする科目群。

＝経営情報学科で専門的に開講している
科目群。

履修ガイド
p.11～12



つまり、「基盤教育科目」はすべての
学部の学生が社会に出て必要とされる基
盤となる力を身につけるための科目群で
あり、「専門教育科目」は経営情報学科
の学生が専門的に身につけるべき力を養
成するための科目群です。

次ページのシートで最初に見た「学科
の目的」と「カリキュラム」の関係を確
認しましょう。



経営情報学科
の役割

幅広い教養

経営学、情報科学

会計学を駆使して

諸問題を解決する

人材の養成。

入学

卒業

基盤教育科目
４０単位以上

専門教育科目
８４単位以上



２、経営情報学科のカリキュラム

（教育課程編成）の特徴

総合性
専門性

理論
実践 演習重視

少人数積み上
げ方式



このセクションでは、経営情報学科のカリ
キュラムの特徴について説明していきます。

北九州市立大学経営情報学科のカリキュラム
を特徴づけるキーワードは、
「総合性」と「専門性」の両立
「理論」と「実践」の統合
「積み上げ方式」
「少人数」による「演習重視」
の教育です。
以下、それぞれについて説明していきます。



「総合性」

総合性の意味するところは「経営情報
学科では『経営学』、『会計学』、『情
報科学』の三分野について総合的に学ぶ
ことができ」ることです。

企業経営や社会の問題を理解し、解決
していくためにはこの三分野の知識やス
キルが不可欠です。」

履修ガイド p.38
13行目



経営情報学科「3本の矢」

経営情報学科

経営学分野 会計学分野
情報科学

分野

履修ガイド
p.42下から11行目～

履修ガイド
p.43下から5行目～

履修ガイド
p.45 4行目～



経営情報学科では前ページの図にあるよ
うに、「経営学」、「会計学」、「情報科
学」という、企業経営を理解し、分析する
ための三つの学問領域を総合的に学ぶこと
ができます。

そして、総合的に学ぶことで得た土台を
もとに、特に３年生以降は自身の興味や将
来の進路に合わせた「専門性」を育むこと
ができます。

総合性と専門性の関係は次の２ページの
ようになります。



「専門性」

専門性とは、「１～２年次にかけ
て身につけた総合的な知識・専門基
本知識をベースに、３年次以降、各
人の関心や卒業後の進路に対応した
専門教育を受けること」を意味しま
す。

履修ガイド p.38
17行目



「総合性」と「専門性」

つまり、・・・

1～2年で3分野の基礎を学び「総合
力」を育成。

3年生になったら、３分野の中から進路
などにより「専門性」を意識して深く学ん
でいく。



「積み上げ方式」

「１年次の基礎知識、２年時の基本知
識、３年次からの専門知識、４年次での
高度な専門知識と、段階的に無理なく
修得することができるように、順次積み上
げて学習を進めるカリキュラムになってい
ます。」

履修ガイド p.38
下から5行目



大学での勉強に不安を持っている方もい
るかもしれませんが、本学科では１年生の
基礎・基本から徐々に積み上げていくカリ
キュラムになっています。



「理論」と「実践」

「１～２年次にかけて、基礎的・基本的
な理論を十分に修得した上で、３年次以
降、これら理論をベースにした応用力・
実践力を身につけることができるように
なっています。」

＝つまり、「机上の空論」にならず、実社会で
使える知識を育成することを意識したカリキュ
ラムになっている。

履修ガイド p.39
5～18行



企業経営を学ぶ上で、トヨタやセブンイ
レブン等、実際の企業がどのような経営を
行っているのか、理論と同時に実践を知る
ことも大事です。

経営情報学科では教科書等をつうじて
「理論」を学ぶだけではなく、「実践」を
学ぶことも重視しています。

※そのために、地域の経営者に講義に登壇して頂
く授業も準備しています。



少人数教育と演習重視

 経済学部では学生の皆さんと教員の距離が近くな
るように、少人数教育の徹底に努めています。

 具体的には、必修科目をはじめとして、複数のク
ラス制を採用しています。

 また、経済学部では１年次から４年次まで「演習
科目」を必修化し、学生の皆さんが教員と双方向
で学習できる環境を整えています。

履修ガイド p.39
19行



本学は公立大学ということもあり、一学
科一学年の学生数が１５０名程度です。大
きな大学に比べて、「少人数」のクラス編
成が可能です。

「演習科目」というのは、教員と学生が、
また、学生同士がディスカッションをしな
がら学んでいく授業形態です。

少人数での演習をつうじて「コミュニ
ケーション力」や「発信力」を養成するこ
とを狙いとしています。



３、学科の専門教育科目の学び方



このセクションでは、経営情報学科の
「専門教育科目」の学び方について説明し
ていきます。



「専門教育科目」は大きく分けて、「必修
科目」、「選択科目Ａ」、「選択科目Ｂ」
からなります。

次の２ページのスライドは、それらの必
要単位数や意味を説明しています。



専門教育科目のカテゴリ―

「必修科目」 （２６単位）

「選択科目A」 （４２単位以上）

「選択科目B」 （１６単位以上）

計 ８４単位以上

履修ガイド p.40
下から12行～



各科目の意味

「必修科目」
経営情報学科の学生が必ず身につけなければいけな

い知識を修得するための科目です。

「選択科目A」
経営学、会計学、情報科学の基礎知識、基本知識、

そして高度な専門知識を修得するために必要なコアと
なる重要科目群です。

「選択科目B」
経営学、会計学、情報科学をより幅広く理解するた

めに設定されている科目群です。

履修ガイド p.40
下から12行～



以上の科目群を、先にも述べた「積み上
げ方式」で学習していきますが、その流れ
は次の２ページのようになります。



1～2年：「専門基礎・基本知識」の習得

１年次

７科目の「必修科目」および「選択科目Ａ」を中心に学
習することで「総合的専門基礎知識」を修得。

＝ベーシック

２年次

必修の「基礎演習」、「キャリア開発Ⅰ」、そして、１年
次基礎科目が専門分化した２４科目の「選択科目Ａ」を中
心に学習することで「総合的基本知識」を修得。

＝ベーシックの発展＋３年生以降への準備

履修ガイド p.41
下から4行～

履修ガイド p.41
下から12行～



3年～「専門性」の徹底と「実学教育」
３年次～

「経営・情報・会計」の３分野で提供されている選択科
目を、各人の関心分野や卒業後の進路に対応して学習する
ことで「専門性」を高めていく。

さらに、必修の「専門演習Ⅰ」、「専門演習Ⅱ」で個別
の教員のもとで専門的研究をスタート。

そして、経営者を招いての「応用戦略分析」や実践性の
高い「システム分析・設計」、「経営分析」、「企業評価
論Ⅰ・Ⅱ」を学ぶことで「実践性」を育成。

４年次

必修の「卒業研究Ａ」、「卒業研究Ｂ」で個別の教員の
もとで研究を行い、成果を提出して卒業へ。

履修ガイド p.42
20行～



以上の経営情報学科のカリキュラム体系
は次のページの図のようにまとめることが
できます。



経営情報学科のカリキュラム体系

履修ガイド p.40

（40単位以上）幅広い教養

≪経営情報学科のカリキュラム体系≫ 
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専 門 基 礎 科 目 専 門 基 本 科 目 
 

経営・会計・情報

を柱とした多様

な 

専 門 応 用 科 目 

 

実践的な総合科

目 

（ １ 年 次 ） （ ２ 年 次 ） （ ３ ～ ４ 年 次 ） 

教養および専門基礎・基本知識の習得 

基 盤 教 育 科 目 

専 門 ・ 応 用 知 識 、 実 践 力 の 習 得 

隣 接 分 野 科 目 

卒業研究Ａ・Ｂ 

総合的かつ専門知識（84 単 位 以 上 ）



４、履修計画策定にあたって



ここでは大学で授業を受けるために必要
な「履修」について説明していきます。

大学は高校までと違って、どのような授
業を受けるか、自分自身で「履修計画」を
立てて、自分で「履修登録」をしなければ
なりません。その考え方や方法について説
明します。



履修計画～高校までとの違い

高校=「定食」型
or「セットメニュー」型

大学＝「カフェテリア」
型 or 「ビュッフェ」型

つまり、自分で考えてメニューを組み合わせる
必要がある。

履修ガイド p.2
下から15行



前ページの図にあるように、高校まではある
程度まとまった科目群を、セットメニューとし
て提供され、それを学習するというスタイル
だったと思います。

大学ではそれとは異なって、自分自身で自分
の学ぶ科目を選ぶことができますし、選ばなけ
ればなりません。
（※必修科目や履修上の制約はありますが。）



幅広い教養、経営学、情報科学、会計学を駆使して諸問題を解決する人材。

卒業

基盤教育科目
40単位以上

専門教育科目
84単位以上

「履修計画」とは

大学で提供されている科目から
どんな科目を組み合わせて授業を受けていくか？

４年間の計画のこと。



主体的学習のためには、提供されている科目
群から、自身がどのような科目を受講するのか、
「履修計画」を策定することが必要です。

本学では１学期はじめに年間の「履修登録」
をし、２学期はじめの「修正申告期間」に修正
をすることができます。

※「修正」は１学期にも決められた期間（修正申告期間）に行う
ことが出来ます。

自分が身につけたいことや将来を見据えて、
「履修計画」を立てるように心がけましょう。



では、カリキュラムにはどのような
メニューがあるのか？

履修ガイド
p.70 71

ＧＯ



経営情報学科の学生に提供されている「科
目」のメニュー（「年次配当表」）は、次の２
ページとなります。

履修ガイド７０ページが、先に紹介した「基
盤教育科目」のメニューで、７１ページが「専
門教育科目」のメニューです。

この中から必要な科目を受講し、合格をして
単位（ポイント）をためていきます。
（※４年間で１２４単位以上）



履修ガイド p.70



履修ガイド p.71



「年次配当表」（メニュー）の見方、及び、
メニューとカリキュラムの関係は、以下３ペー
ジのスライドのとおりです。



年次配当表（メニュー）の概略説明１

Ｐ．７０が「基盤教育科目」のメニュー。

Ｐ．７１が経営情報学科の「専門教育科目」そ
の他のメニュー。

縦軸の「区分」は科目の属するカテゴリー。

横軸の「年次」はその科目の年次配当 ＝その
科目を受講することができる学年を意味する。
（※１年生は２年次以上配当の科目を履修することはできません。

年次が上の学生が下の年次配当科目を履修することは可能です。）



年次配当表（メニュー）の概略説明２

 科目名の横の〇数字 例えば②は「単位数」＝つ
まり、その授業を受けて「合格」すればもらえる
ポイント。

 科目区分の下の（ ）内の数字 例えば（４２）
は「必要単位数」 ＝ つまり、その科目区分か
ら獲得しなければいけない「単位数」（ポイント
数）。

 科目名の前の◎は「必修科目」＝ 必ず授業を受
けて修得する必要がある科目。



メニューとカリキュラムの関係

学科の目的＝幅広い教養と経営学、情報科学、会
計学の知識を備えた人材の育成。

 「基盤教育科目」のメニューから（４０）単位以上、

 「専門教育科目」のメニューから（８４）単位以上
を修得する。

 そのなかでも必ず選ばなければいけないメニュー
＝「必修科目」。

 そして、メニュー全体のバランスを考えて、この領
域からは少なくともこれだけは選んでね、という
「必要単位数」がある。



各科目の「授業内容」や「評価方法」などは、
「シラバス」という文書で知ることができます。
本学ではネットワーク上の「シラバスシステム」
にて閲覧が可能です。

※なお、シラバスシステムの使用方法や、具体
的な「履修登録」の方法については、別途、説明
がなされますので注意して下さい。



各科目の詳細はシラバスシステムで



例



「年次配当表」（メニュー）に書かれて
いる各科目が、その年度、何曜日の何時間
目に開講されるのかについては「時間割」
で確認できます。



各科目の開設箇所は「時間割表」で！！



それでは実際に「履修計画」をたててみ
ましょう。



準備およびチェックするもの

 履修ガイド

 時間割表

 紙と鉛筆

 シラバスシステム

 掲示板

２０２０年１学期

月曜日火曜日水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

１時限

２時限

３時限

４時限

５時限

６時限

７時限

まず、上記のような下書きをつくってみましょう。

２０２０年２学期

月曜日火曜日水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

１時限

２時限

３時限

４時限

５時限

６時限

７時限

（※通常時は大学内設置の掲
示板が中心ですが、今年度は

登校が難しいため、ＷＥＢ等
も十分確認ください。）



授業は何時から？ 長さは？ 何回くら
いあるの？ 合格にするためには何点要る
の？等々、確認すべき事項を以下、６つに
まとめていますので、確認ください。



基本事項の確認１ 授業について

 授業は１時限９０分で、月曜日から土曜日まで、
１時限～５時限で行われます。（一部の科目につ
いては６・７時限）

 学期は「二学期制」。（一部、夏季集中講義あ
り。）

１時限 ９：００～１０：３０

２時限 １０：４０～１２：１０

３時限 １３：００～１４：３０

４時限 １４：４０～１６：１０

５時限 １６：２０～１７：５０

６時限 １８：００～１９：３０

７時限 １９：４０～２１：１０ 履修ガイド p.1



○授業の種類：講義と演習

○単位の計算と履修

授業形態 授業時間（授業回数） 単位数

講義・演習 ３０時間（１５回） ２単位

語学など一部の科目 ３０時間（１５回） １単位

実験・実習・実技 ３０時間（１５回） １単位

基本事項の確認２ 授業回数と単位

履修ガイド p.２



基本事項の確認３ 成績について

・成績評価：評価方法等はシラバス参照

成績 評価点 単位付与 ＧＰ

秀（Ｓ） 90点以上 合格 4.0
優（Ａ） 80点以上～90点未満 合格 3.0
良（Ｂ） 70点以上～80点未満 合格 2.0
可（Ｃ） 60点以上～70点未満 合格 1.0

不可（Ｄ） 60点未満 不合格 0.0
評価不能（―） 不合格 0.0

認定（Ｎ）
合格（認定

）
―

※授業を履修し、試験に合格すれば、単位修得できる

履修ガイド p.5



基本確認事項４ クラス分け

科目によっては「クラス分け」がなされて
います。

「数学」については入学後に実施された
「クラス分けテスト」の成績によってクラ
スが決まります。

クラス編成の仕方は科目によって違うので、
自分のクラスは「掲示板」※で確認します。
※今年度は登校が難しいので発表方法を確認ください。



基本事項の確認５ 受講申告および上限

 授業を受けて単位を修得するためには、事前の決
められた期間に学内ＷＥＢを使用して自分で「受
講申告」をする必要があります。

 各学期の受講申告の上限は「２６単位」です。

＝初めに単位数を多くとって後で楽をしたり、
後から慌てて沢山とったりすることは出来ません。

履修ガイド p.2
下から12行

履修ガイド p.3
8行



基本事項の確認６

卒業までに必要な
単位数の内訳

履修ガイド p.46-47

重要
Check it 

out!!



Ｌｅｔ‘ｔ Ｔｒｙ



５、その他



皆さんの学習を促すために、２年生から
３年生への「進級制度」や、成績優秀者に
対する「表彰制度」も準備されています。



進級・卒業というハードル

本学部には進級制度があります。
（３年生になれるか？）

３年生進級のためには６０単位以上
１・２年次の在学期間最大４年
進級できずに４年経つと除籍

※休学した期間は在学期間から除かれる

履修ガイド p.76、77

卒業（卒業できるか？）

卒業のためには１２４単位以上
３・４年次の在学期間最大４年
卒業できずに４年経つと除籍



６、今年度履修すべき「必修科目」

重 要

次の２ページに１年生が履修す
べき１学期と２学期の「必修科
目」を示していますので、確実に
履修登録をして下さい。



1年生１学期の「必修科目」

「基盤教育科目」の外国語教育科目
 Communicative English Ⅰ
 Communicative English Ⅲ

（※留学生は「日本語」Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ）

「専門教育科目」
 入門演習
 数学
 経営学入門
 簿記論
 ミクロ経済学入門

左にあげた「必
修科目」について
は、クラス分けも
確認して、確実に
履修登録するよう
にしてください。

履修ガイド p.70,71で確認！



1年生２学期の「必修科目」

「基盤教育科目」の外国語教育科目

 Communicative English Ⅱ
 Communicative English Ⅳ

（※留学生は「日本語」Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ）

「専門教育科目」

経営統計Ⅰ

情報科学入門

履修ガイド p.70,71で確認！

左にあげた「必
修科目」について
は、クラス分けも
確認して、確実に
履修登録するよう
にしてください。



前２ページのリストで示された「必修科目」
は、今年度の履修申告で「必ず」登録するよう
にしてください。

それ以外については、「基盤教育科目」や
「専門教育科目」（特に選択科目Ａ）の１年次
配当科目から選択して履修登録してください。



まとめ

http://www.hiraodai.jp/sato/nature/



履修関係の質問・相談の手順

１、履修ガイドをよく読み、自分で考える。

２、大学からの情報をチェックする。

（※通常時は大学内設置の掲示板が中心ですが、今年度は

登校が難しいため、ＷＥＢ等も十分確認ください。）

３、わからないことは関係部門に質問する。

（※通常時はクラス担任や学科長が対応可能ですが、今年度は

登校が難しいため、メールでの相談を受け付けています。

―――アドレスは最終ページに掲載。）



充実したキャンパスライフのために

将来のビジョンや目標を持つ。

それに向けて戦略的に学生生活を送る。

様々なことにトライしてみる。

多くの友人や仲間をつくる。



２０２０年４月１０日

経営情報学科長 浦野恭平

ネットでの履修相談窓口を準備してお
りますので、相談のある方は下記アドレ
スまでメールにてご連絡下さい。

rishu_soudan_eijo@kitakyu-u.ac.jp

※また、事態改善にともなって可能になった際
には、面談による個別相談を実施します。

mailto:rishu_soudan_eijo@kitakyu-u.ac.jp
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